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○金属成分1セレン
　神　和夫
　日本分析化学会北海道支部編，水の分析　第5版，化学同人，京都，2005，pp．252－254
　環境水に含まれる総セレンの定量方法について概説した．
○時系列解析により小児感染症流行を把握　一警報・注意報発令を試みる一
　長谷川伸作
　Medical　Tribune，38（45），66－68（2005）
　感染症の流行は，長期趨勢，循環変動，季節周期，好発期のあるなしに加え，その時々のさまざまな要因が複合して成
　り立つことが考えられる．感染症発生データを時系列データとして扱い，統計学的手法を適用し，小児感染症の市中発
　生動向を把握した．また，短期流行予測のためのアルゴリズムについて検討し，実測現況と予測した期待値とについて
　比較した．
健康科学部
○北海道鉱泉誌
　内野栄治，青柳直樹，市橋大山，都築俊文1）
　北海道立衛生研究所，札幌，平成17年7月
　温泉資源の保護と適正かつ有効利用を図るため，全道の温泉の泉温pH，主要化学成分等の物理・化学的な特性を地
　三三にとりまとめた．併せて，温泉資源とその利用状況，温泉の適応症・禁忌症等について概説した．
　1）北海道和光純薬㈱
○水の一般的性状：臭気と味
　伊藤八十男
　日本分析化学会北海道支部編，水の分析　第5版，化学同人，京都，2005，pp．201－203
　水の臭気及び味の，官能法による試験について解説した．
0有機物：消毒副生成物と揮発性有機化合物
　伊藤八十男
　日本分析化学会北海道支部編，水の分析　第5版，化学同人，京都，2005，pp．340－349
　水中のトリハロメタン等の消毒副生成物及びベンゼン等の揮発性有機化合物の，パージ・トラップ　GC／MS法及び
　ヘッドスペースーGC／MS法による分析について解説した．
○有機物＝界面活性剤
　伊藤八十男
　日本分析化学会北海道支部編，水の分析　第5版，化学同人，京都，2005，pp．381－384
　水中の陰イオン界面活性剤のメチレンブルー吸光光度法による定量及び非イオン界面活性剤の原子吸光光度法による間
　接定量について解説した．
○地下水汚染の現状と対策
　伊藤八十男
本多健一編，表面・界面工学大系　下巻　応用編，テクノシステム，東京，2005，pp．242－244
　トリクロロエチレン等の有機塩素系溶剤による地下水汚染の現状と汚染機構，地下水揚水爆気法，土壌ガス吸引法等に
　よるその浄化対策について解説した．
0微生物：クリプトスポリジウム
　泉　敏彦
　日本分析化学会北海道支部編，水の分析　第5版，化学同人，京都，2005，pp．402－412
　クリプトスポリジウムのオーシストについて，水試料からの分離精製方法，染色方法及び鏡検方法等について解説した．
　併せて，ジアルジアのシストについても同様の解説を記した．
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○金属成分：総水銀とアルキル水銀
　内野栄治
　日本分析化学会北海道支部編，水の分析　第5版，化学同人，京都，2005，pp．246－252
　水試料中の総水銀とアルキル水銀の定量について，代表的な分析法である還元気化・冷原子吸光法とベンゼン抽出一ガ
　スクロマトグラフ法を取りあげ解説した．
○非金属成分：フッ化物イオン
　内野栄治
　日本分析化学会北海道支部編，水の分析　第5版，化学同人，京都，2005，pp．275－280
水試料中のフッ素の定量について，代表的な分析法であるランタンーアリザリンコンプレクソン法を中心に解説した．
○水質調査の事例：温泉の分析
　内野栄治
　日本分析化学会北海道支部編，水の分析　第5版，化学同人，京都，2005，pp．413－424
　現地における温泉分析に必要な基本的な項目について概i説し，温泉分析の具体例として，2000年有珠山噴火が周辺の
　温泉の泉質に及ぼした影響の経年変化について述べた．
○金属成分＝ナトリウムとカリウム
　佐藤千鶴子
　日本分析化学会北海道支部編，水の分析　第5版，化学同人，京都，2005，pp．205－209
　陸水等の環境水試料に含まれるナトリウム及びカリウムについて，原子吸光法及び炎光光度法による分析法を詳細に解
　説した．
食品薬品部
○有機物：農薬（有機リン化合物）
　兼俊明夫
　日本分析化学会北海道支部編，水の分析　第5版，化学同人，京都，2005，pp．333－340
　水試料中の有機リン農薬の分析法について，GC及びGCτMS法を中心に解説した．
○有機物：ダイオキシン
　平平祐志
　日本分析化学会北海道支部編，水の分析　第5版，化学同人，京都，2005，pp．359－366
　環境水に含まれるダイオキシン類の分析法について，抽出，クリーンアップ，ダイオキシン類の分画方法に分類してわ
　かりやすく解説した．また，GC－MSによるダイオキシン類の分析法についても内部標準法を中心として解説した．
○有機物：PCB
　平間祐志
　日本分析化学会北海道支部編，水の分析　第5版，化学同人，京都，2005，pp．366－372
　209種類のPCB異性体，同族体の分析法について，抽出，クリーンアップ法を解説すると共に，　GC－MSによるPCB
　の分析法についても“PCB溶出window決定標準物質”を用いた方法についてわかりやすく解説した．
○アイヌ民族の伝承有用植物V　一薬用植物編1一
　姉帯正樹
薬用植物研究，27（2），19－27（2005）
　アイヌ民族が伝統的に薬用とした植物のうち，イケマ，エブリコなど20種について，アイヌ語名，利用部位，利用法，
　現在の一般的な利用法などを簡単に紹介した．
○アイヌ民族の伝承有用植物VI　薬用植物編2
　姉帯正樹
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